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I ；篭鯛蕊霞溌謹篭鱒職霞蕊蒙

1．期 間1999年7月20日～8月25日(37日間）

2．募集人員:10名程度

3．負担金:80万円

4． 〆切り:定員になり次第

ニンチン・カンサ(7,206m)

ラサから半日行程の所にヤムドク・ツォと呼ば

れる大きくて美しい湖があります。その湖を見下

ろすようにそびえているのが名峰ニンチン・カン

サです。日本隊は既に4隊が登頂に成功していま

す。 ラサからゆっくりと人山し、登山期間は21日

間を予定しています。

HAJの登山隊は全てガイド登山ではありませ

ん。自己責任を認識して登山隊を構成します。

記

1．期 間1999年7月20日～8月25B(37日間）

2．募集人員:10名程度

3．負担金:80万円

4． 〆切り:定員になり次第

5． 申し込み:HAJ事務局まで

未踏峰（カバン6,717m)

ガネッシュ・ヒマールとランタン・ヒマールの

間は、数多くの知られざる山々があります。その

ほとんどは6,000m級ですが、 これまで全く試み

られたことのない山群です。山容は7,000m級の

山です。楽しい登山が期待できます。概要は下記

のとおりです。 （期間は協議によって変更可）

記

1.期 間1999年9月15日～10月31日(47日間）

2．募集人員: 6名程度

3．負担金:95万円

チョム・カンリ (7,048m)

ラサから西北西約106kmの所にあるのが、チョ

ム・カンリです。1996年秋中国・韓国合同隊によっ

て初登頂され、97年春に日本隊が登頂しています。

ルートは既登の南面を予定していますが、隊員の

協議によって変更される場合があります。

記

’ パラクン峰(6,471m)は'93年ニルカンタ峰(6,596m)EXP. の時、北

東稜上からチャウカンバ峰(7,138m)と共に毎日眺めていた山である。

キャンプ地マジナ(4,560m)から見ると、その頂上部分は傾きが逆であ

るが、 タンボチェからみたアマ・ダブラム(6,812m)を思い出させた。

1971年、 ITBP隊（隊長：フカム・シン）により初登頂されている。

（記：松山昭）
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第19回インド・ヒマラヤ会議報告

1998． 2． 1

今年で第19回を数えた新春恒例のインド・ヒマ

ラヤ会議は、例年1月の最終日曜日に開催してい

たが、今年は当協会30周年記念祝賀会とのからみ

もあり、 2月1日に豊島区民センターで開催され

た。

会場には、全国各地から、97年の登山実施隊や

98年にインド・ヒマラヤへ出掛ける予定の登山隊

の方々等48名の参加を見た。

また、30周年記念祝賀会へのゲスト ・スピーカー、

ヒマラヤン・ジャーナル編集長で、昨年11月にI

MF副総裁に就任されたハリシュ・カパディア氏

が参加、スライドを利用してインド・ヒマラヤの

素晴らしさを語ってくださった。

山森欣一専務理事の開会の挨拶の後、会議日程

に入った。

－日程一

9 : 20～11 :45 ｢1997年インド・ ヒマラヤの

総括及び許可取得から出発までの実務ノウ・ハウ」

寺沢玲子常務理事からIMFの新人事、97年の

入山状況、入域事情、登山規則の変更、出発から

現地での渉外業務のノウ・ハウなどについて、ま

た、中川裕常務理事から隊荷通関についての説明

などがあった。

登山規則関係では、当日参加したエージェント、

シカール・ トラベル社のクマール氏が持参してく

れた新規則が紹介された。 トレッキング許可峰が

正式に無くなった事や、環境保護税の値上げなど、

gu者側にとっては嬉しくないインフォメーショ

ンもあったが、ヴィザの期間が従来の45日から90

日になったこと、連絡官への装備レンタル料金の

値下げ、これまで認められなかった単独登山も許

可されることなど、朗報もあった。

隊荷通関関係では、94年4月からアナカン扱い

ではなく、一般貨物として扱われる事になった事

の再確認の説明があった。また、ガス・カートリッ

ジについての関心が高く、現地での入手方法やL

PGガスボンベからのリチャージの方法などが、

一般参加の方々からも紹介された。

連絡官への装備レンタルに関しては、97年隊の

方々から具体的なメリットやデメリットについて

の体験談が披露された。

また、車両のチャーターなどについての質問に

は、インド事情に詳しい沖允人氏から具体的な説

明があった。

13:00～15 : 15 ｢1997年登山報告」

県連盟内での海外登山の普及を目的として行わ

れた神奈川県勤労者山岳連盟隊のストック・カン

リ登頂（香取純氏)、96年許可取得に関わるイン

ド内務省とのやり取りから時間切れとなり、 この

度再度許可取得した群馬県高校教職員隊のチャウ・

チャウ・カン・ニルダ登頂（高橋守男氏)、 92年

のドウラウパディ ・力・ダンダⅡに続く勤労者山

岳連弱香山学校隊のドウラウパディ ・力・ダンダ

I初登頂（近藤和美氏）の各報告が、それぞれス

ライドを交えて行われた。また、沖允人氏が、厳

冬のラダックやアルナチャルを訪れた際の貴重な

スライドをご披露した。

15 ：30～17:00 「ハリシュ・カパディア氏講

演並びに質疑応答」

予定を変更し、特別参加のハリシュ・カパディ

ア氏にインド・ヒマラヤの解説をしていただく。

30周年祝賀会のために持参した豊富なスライドの

中から選りすぐって、アルナチャル・プラデシュ

から東部カラコルムに至る広大なインド・ヒマラ

ヤを紹介、インド・ヒマラヤの素晴らしさを再認

識させられた参加者も多かったようである。
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また、 IMF副総裁でもあられるカパディア氏

に、昨今のインド・ヒマラヤ全般に関する質疑応

答を行った。

これで予定の会議日程を終了し、尾形好雄常務

理事の挨拶で閉会となった。

インド・ヒマラヤ1997年

く入山状況＞

一方、インド隊の方は90隊と、前年に比べて7

隊減少した。 もっとも、インド隊の入山状況はI

MFでもよく把握できておらず、現時点では定か

ではない。

登山許可取消しなど問題続出だった96年のイン

ド・ヒマラヤだったが、97年はスムーズに行った

隊がほとんどだったようである。インナー・ライ

ン絡みのトレッキングや偵察なども、比較的支障

なく行われたようで、ガルヮールでは簡単な申請

でバドリナート北部のガストーリまで一般のツー

リストも人域したようである。

1980年以降の日本隊の推移は、下記表を参照願

いたい。

日本隊の遭難事故は、 95年、96年、97年と3年

続いてゼロを記録しており、入山者数に対する死

亡率は2.3％と若干低くなったものの、過去18年

間で実に36名もの日本人登山者がインド・ヒマラ

ヤに永眠した。

インド登山財団(IMF)によれば、 1997年に

インド・ヒマラヤを訪れた外国登山隊は52隊で、

前年に比べて5隊の増加であった。

国別では、イギリスが13隊、次いで日本が10隊、

スペインと韓国がそれぞれ5隊、フランスとイタ

リアがそれぞれ4隊、 ドイツが3隊、ニュージー

ランドが2隊、オーストラリア、チェコ、ポーラ

ンド、カナダ、スイス、スコットランドがそれぞ

れ1隊となっている。どういうわけかアメリカ隊

が1隊も入っていない。

日本は10隊と、前年に比べて3隊の増加となっ

た。

インド・ヒマラヤ日本隊の推移

1998． 1 ．28HAJ 人人

200 ①

174

200

露罰登山隊数

物入山者数⑮

⑥ ‐一…死亡者数⑳A

P1

j l l31
I 1

I l

I I

I 1

I 1

州l3

層

｜

150150

100100

5050

20

00

１
９
８
８

１
９
９
３

１
９
９
４

１
９
９
５

１
９
９
６

１
９
９
７

１
９
８
６

１
９
８
７

１
９
８
９

１
９
９
０

１
９
９
１

１
９
９
２

１
９
８
１

１
９
８
３

１
９
８
４

１
９
８
５

１
９
８
２

１
９
８
０

－ワー
色



’

1997年インド・ヒマラヤ外国隊の記録

◎初登頂○登頂×失敗・試登

山 名 ｜標
古一
｢可 国 名 隊 長 名 許可期間 ｜結果

ケダルナート ・ ドーム

ケダルナート

ブリクパント

バギラティーⅢ

チャンガバン

トリスル-I

シヴリン

バルジュリ
ラムチール

チャルン

ヌン

ポロコンガ

チャクラ

チャウ．チャウ・カン・ニルダ

サトパント

サラ・シュヮ

メントーサ

ドダ

ストック・カンリ

シヴリン

クン

カン・ユセー

グーﾗｯブ･ｶﾝﾘ

KR－Ⅲ

KR-I

KR－Ⅲ

ヌン

ドウラウパデイ ・力・ダンダI
ドウラウパディ ・力・ダンダⅡ

ストック・カンリ

クン

マト ・カンリーⅡ

バギラティーⅢ

ナンダ・デヴィ東峰

ルンセル・カンリ
チャムセル・カンリ

クン

ストック・カンリ

韓国

フランス

ニュージーランド

カナダ

イギリス

スイス

イタリア

イギリス

6,831

6,988

6,772

6,454

6,866

7,120

6,543

5,922
5,662

6,548

7,135

6,632
6,529

6,303

7,075

6,238

6,443

6,550

6,153

6,543

7,077

皿
別
２
５
瀦
加
９
蛆

／
／
／
／
／
／
／
／

５
５
６
６
６
６
６
６

一
一
一
一
一
一
一
一

昭
昭
”
１
１
１
５
躯

／
／
／
／
／
／
／
／

４
４
４
５
５
５
５
５

JoongHoSon

MarcD'Anglejan

GildaOtway

SergeAngelucci

RogerPayne

NicolasJaqus

BrunoAttilio

HaroldEdwards

JAC東海支部

韓国

イギリス

鈴木常夫

WieSuckYang

MichaelJ.Ratty

高橋守男

下田泰義

A・Bergamaschi

JavierA・Amado

辺見悟

花折敬司

B.Lombardini

PaoloFerro

MuehleKlaus

一
一
一

５
１
２

１
１
２

／
／
／

６
６
７

7／31

7／26

8／31

群馬高体連

長崎県岳連

イタリア

スペイン

北大山岳部

京都労山

イタリア

イタリァ

ドイッ

９
６
５
５
０
５
０
５
５

１
２
２
１
３
２
３
２
２

／
／
／
／
／
／
／
／
／

８
８
８
８
８
８
８
８
８

一
一
一
一
一
一
一
一
一

劉
師
妬
過
７
妬
鋤
肥
泥

／
／
／
／
／
／
／
／
／

７
７
７
７
７
７
７
７
７

×

○
○
○
×
○
○
×
×
×
○
。
Ｕ
○
○
○
×
×
、
○
○
○

6,400
5,900

6,132

6,157

6,132

7,135

5,716
5,670

6,153

7,077

5,896

6,454

7,434

6,666
6,602

7,077

6,153

イギリス

イギリス

イギリス

スペイン

労山全国連關

神奈川労山

フランス

イギリス

イギリス

韓国

ドイツ

RobingTrangmar

DominicJones

DominicJones

JoseBosch

近藤和美

９
９
８
８
８

一
一
一
一
一

ｕ
ｕ
ｕ
ｌ
肥

／
／
／
／
／

７
７
７
８
７

５
２
羽
訓
蛆

／
／
／
／
／

香取純

JeanPierre

AlisonPoole(Ms)

StephenGallen

MyeongDongLim

HansDietriich

７
９
５
４
２
５

２
２
２
１
１
１

／
／
／
／
／
／

８
８
８
９
９
９

一
一
一
一
一
一

Ⅱ
１
３
ｕ
ｌ
６

／
／
／
／
／
／

８
８
８
８
８
８

EtienneDenis

NickMoore

8／1～8／31

8／15～9／5

フランス

イギリス
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山 名 ｜標 高 国 名 隊 長 名 許可期間 結果

CB-13

CB-11

ケダルナート

シヴリン

トロン

ファワララング

パギラティーⅢ

ナンダ・デヴィ東峰

ヌン

メルー

チャングチュ

テレイ･サガール

テレイ・サガール

無名峰

ケダルナート ・ ドーム

シヴリン

シヴリン

ケダルナート . ドーム

シヴリン

日本

イギリス

韓国

イギリス

スコットランド

ぶなの会

スペイン

チョコ

スペイン

イギリス

イギリス

オーストラリア

韓国

フランス

ポーランド

日本

ドイッ

スペイン

ニュージランド

6,264

6,044

6,968

6,543

5,840

6,349

6,454

7,434

7,135

6,660

6,322

6,904

6,904

6,150

6,831

6,543

6,543

6,831

6,543

イケオカヨシタカ

ColinRichard

ByeongTaeMin

SimonA.Yates

ScottF.Muir

今井正史

OscarGonzalez

VitMalv
シ

F.Navarro

OwainP. Jones

GarvMurrav
ご

AtholT.Whimp

ShinJaeChul

RollandYann

JanuszGolab

宮崎元彦

W.Hadersdorfer

FranciscoJose

JohnBarnes

”
加
訓
皿
肥
鋤
４
７
鋤
肥
肥
６
３
蛆
岨
訓
１
皿
鋤

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

８
９
９
９
９
９
ｍ
ｍ
９
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
蛆
ｍ
ｍ
ｕ
ｕ
ｍ

一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ

加
皿
Ｍ
別
犯
鯉
閉
別
別
４
皿
鍋
妬
８
訂
蛆
肥
１
３

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
７
８
９
８
９
９
ｍ
ｍ

×
○
×

○
○
×
×
○
×
×
○
×
×
×
×

※数字はIMFによる

1997年インド・ヒマラヤ日本隊の記録

山 名 ｜標高｜ 国 名 ｜隊長名|隊員数 期間 結 果

6,5461JAC東海支部|鈴木常夫チャルン

に渡り6名計10名登頂

6,3031群馬高体連|高橋守男チャウ・チャウ・カン・ニルダ

13名全員登頂

長崎県岳連

北大山岳部

京都労山

神奈川県労山

労山全国連盟

下田

辺見

花折

香取

近藤

義
悟
司
純
美

泰
敬
和

サトパント

ドダ

ストック・カンリ

ストック・カンリ

ドウラウパディ ・力・ダンダ

7,075

6,550

6,153

6,153

5.716

8/4.5、Ⅱ峰に計6名登頂

CB-13

ファワラランク

6,264 イケオカヨシタカ

6,349ぶなの会今井正史

3名ずつ計6名登頂

シヴリン 宮崎元彦6,543

アタックを断念

－4－



1997年インド隊の記録

◎初登頂○登頂×失敗・試登

隊 長 名 ｜ 許可期間 ｜結果隊 名山 名 ｜標高

4／5～5／5

4／15～5／15

5/10～6/20

ArunSamant

B.S.Roy

A.KumarGhosh

ギャ

カメット

カメット
アビ・ガミン

ケダルナート ・ ドーム

ケダルナート ・ ドーム

パギラティーⅡ

マトリ

マンダ-I

バギラティーⅡ

ジョギン-I
‐Ⅲ

ﾉfンパティァ

チャウカンパ・コル

バルテクンタ

ルバルカン

ストック・カンリ

チャウカンバ-I

ケダルナート ・ ドーム

ギャ

フルーテド・ピーク

バルジュリ

デオ・ティバ

マナリ ・ピーク

サトパント

無名峰
ノノ

／ノ

サトパント

無名峰
ノノ

ラムジャク

ルバルカン

ビダン・パルバット
デォ・バン

CB-12

CB-13

ジェパン・ゴー

6,794

万同行ハ

イ'job

7,756
7,355

6,830

6,830

6,512

6,721

6,511

6,512

6,456
6,116

6,000

TheClimbers

Mt-ers'Ass.ofKrishnanagar

OrdnanceFactoryTrekkers

○

5／1～5/30

5／15～6／15

5／25～6／24

5／1～5/30

5／1～5/30

5／15～6／25

5／25～6／25

SumanG.Neogi

TusharKTonpe

S.KumarPal

S.Ganguly

P.R.Pendharkar

DipenSamanta

A.B.Dharajia

ChandannagarMt-ingAss.

MoryaGiribhramanSanstha

MountainQuestofCalcutta

Mountaineers&ClimbersCircle

Giripremi

SouthCalcuttaTrekkersAss.

YouthAdventureAssociation

×

5／25～6／7HarishKapadiaTheMountaineers

○5／15～6／15

5／27～6／14

5／31～6／29

5／1～5／30

6／1～6/30

6／15～8／5

6/20～7/20

6／4～6/20

6／1～6／30

6／1～6/30

6/10～7/10

6／1～6/30

RockClimbingClub

WelhamBoy'sSchool

Parvarohi

ParvatAbhiyatriSangha

DoonSchool

HimalayanTrails&Treks

Himyatri

NCCBoys

YashwantiHikers

IPCL

Sampravartan

WestBengalVoluntaryBIood

M・S.Pawar

V.K.Painuli

RanvirSingh

ShyamalSarkar

S.C.Biala

YousufZaheer

G.C.Saha

L.M.Pant

D.J.Babasaheb

M.M.Arvindekar

NarinGautam

R.Majumdar

6,578

6,187

6,153

7,138

6,830

6,794

6,122

5,922

6,001

5,569

7,075

6,193
6,154
6,100

7,075

5,518
5,845

6,318

6,187

6,501
6,855

6,248
6,264

6.053

○

§
○7／10～9／6

6／23～7／23

Col･AjitDutt

AmulaSen

NehrulnstituteofMt-ring

Rocks&Snow

7／28～8／28

7／1～7/30

7／1～7/30

RajaniRakshit

SamirSengupta

KaushikDas

RockClimbingSchool

SnowlandMt-ers'Assembly

NawabganjMountainLovers

7／15～8／15S.R・VaidyaIPCL

7／1～7/30Comm.Officer2ndBn.J&KRif
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隊 長 名 ｜ 許可期間 l語果山 名 ｜標高 隊 名

シヴリン

カメット

カメット
アビ・ガミン

ケダルナート ・ ドーム

シヴァ

ガンゴトリーⅡ

無名峰
ノノ

〃

マナリ ・ピーク

CB-54

ナンダ・コット

フルーテド・ピーク

無名峰（バスパ谷）

カリンディ

パルチャ・カンリ
クーラップ・カンリ

無名峰

ハヌマン・ティバ-I

ハヌマン・テイバ-I

ﾅﾝグ･コット

ルドゥガイラ
ガンゴトリーⅢ

クル・プモリ

CB-16

バギラティーⅡ

メントーサ

グーラップ・カンリ

バギラティーⅡ

ガンゴトリ-I
〃 －Ⅱ
／ノ ーⅢ

力リンディ

ナンダ・カート

ドゥルガ・コット
バノティ

ラムチール

ナンダ・コット

テルー

コテシュヮール

6,543

7,756

7,756
7,355

6,830

6,142

6,590

6,080
6,031
6,318

5,669

6,096

6,861

6,139

6,190

6,103

6,065
5,900

6,163

5,928

5,928

6,861

5,819
6,577

6,553

5,822

6,512

6,443

5,900

6,512

6,672
6,590
戸J一万句

b,OJI

6,103

6,545

5,816
5,645

5,662

6,861

6,000
6，035

6／15～7／15

8／16～9／16

8／1～9/10

TheHimalavanAdventureClub

VashishtRishiSanstha

AssamAdventureFoundation

S.Singh

B.M.Paul

JayantaK.Ray

癖
○

8／15～9／15

8／15～9／14

8／15～9／15

8／1～8/30

SantragachiShailoSathi

CalucuttaTrekkersYouth

CommandingOffiCerl7Sikh

Girivihar

SoumajitRoy

A.K.Ghosh

Capt.Vasudevan

A.Burman ×

8／15へ9／15

8／15～9／15

8／15～9／15

8／1～8/30

8／20～9／5

8／16～9／12

8／1～8/30

MountainLoversAssociation

West.RailwayAdv.SportAss

JNUMountaineeringClub

HowrahDis・Mt-rs&TrekkersAss.

Ins.ofClimbers&NatureLovers

Ins. ofClimbers&Explorers

SonarpurArohi

KishorBhonsle

S.S.Raut

D.K.Dube

N.PrasadRao

B・Mukhoty

B.K.Chakraborty

×

○

8／16～9／14

8／1～8/30

8／25～9／15

8／1～8/30

8／15～9／15

Mountaineers&TrekkersUnit

AssamMountaineeringAss.

TheNatureLovers

ValiantMountaineeringClub

RamjasOldStudentsAdv・Ass.

H.SekharBose

M.Sarania

M.R.Mhatre

PB.Bodhane

M・S.Mujawar ’
8／1～9／14

8／15～9／15

8／15～9／15

8／22～9／21

8／23～9／5

9／1～9／30

9／1～9/30

YouthAdv.ForumofManipur

HowrahMountaineeringClub

SikharMountaineeringClub

Junipers

QazingAdventureSportsClub

NagpurMountaineers

KINSRDC

J.Maibam

N.Sabharwal

B.R.ChowdhurV

P.Roy

V.Singh

A.S.Korde

G.Ramchandran

○

○9／1～9/30

9／15～10/15

9／15～10/14

HimalavanTrekkers&Mt-ers
‐

OrdnanceFact.Mt-ers&Trekkers

HimalayanTrotters

S.S.Negi

A.Bhattacharjee

BiswadebGhosh

’

×

○

9/17～10/3

9／1～9／30

9／15～10/15

NCCGirls

KumaonAdv.&Env.Fellowship

NorthBengalExplorersClub

Maj.LM.Pant

D.K.Dube

P.Roy

ハ
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隊 長 名 ｜ 許可期間 ｜結果隊 名山 名 標高

9／1～9/30

9/10～10/15

9／8～10／7

9／1～9／30

9／1～9／30

9/14～10/14

9／15～10／15

9／15～10／14

9／1～9/30

9／8～10/7

S.KumarJ.Goyal

AnirudhNegi

SachinKarati

BibuthiPaul

S.KumarDutta

SamareshSaha

Capt.V・Gupta

R.Mukherjee

MakarandPendse

RMukherjee

ケダルナート ・ ドーム

デォバン

イェォンブク

ナル・パルバット

ベビー・シヴリン

カリンディ

ケダルナート ･ ドーム

バルテクンタ

スイティラ

タルコット

ノマノティ
テント ・ピーク

ジェパン・ゴー-1
ノノ ーⅡ

スリ ・カイラス

ガンゴトリ-1
-Ⅱ

‐Ⅲ

ルドゥガイラ

バルジュリ

デオ・ティバ

カン・ニルダ-I
カン・ニルダーⅡ

カラナグ

スダルシャン･パルバッ l

ラダッキー
シティダール

マヵルベー

タルコット
ノミノティ

ナンダ・バナール
ナンダカニ

スリカンタ

ノ、ヌマン・ティバ

マナリ ・ピーク

ルドゥガイラ

ケダルナート

ゴリチェン山群

6.830 Dongri

11GorkhaRifles

HimalayanEnjoyersAssociation

BhadrakaliPadatik

BiharAdventureFoundation

MountaineersYouthRing

ArmyMedicalCorps

Trekkers&Climbers

SahyagiriTrekkers

CrescentClub

○6.855

5.953

5,855

5.606

6.103

6.830

6.578

6.373

○6,099
5.645

LoveryDas(Ms) 9／15～10／15Himalava'sBeckon
ザ6,053

5,870

9／1～9/30

9／15～10/15

R､S・Sawant

S.G・Rangnekar

6.932 AlpinoSummiters

GreaterMumbaiPoliceForce6,672
6,590
6,577
5.819

9／1～9/30

9／1～9/30

9／1～9/30

P.KMukherjee

R.N.Halder

PrasantaRay

5.922 NilkanthaAbhijatriSangha

KanchraparaQuestAdventurers

CESCSportingClub

6.001 ×

6,303
6.158

○9／10～10/10

9／28～10/28

9／1～9／20

BUKriShnamuthy

SujitSeal

HillTopMountaineeringClub

HimalayanNature&Adv.Fnd

PunjubMountaineeringFoundation

6.387

6.507

２
０
４
５
３
２

寺
ヴ
■

５
５

BankM>Barman(Ms)

CPrasantRay

9／1～9/30

9／19～10/14

ChandernagoreChartitablebook

JadavpurUniv.Mt-ing&Hiking

6.069

6,099
5.645

9/15～10/15 ×訓
賑虻

MohanKV6,236
6.029
TheClimbers

9／15～10／15

10/1～10/30

C.P.Aitwal

R.P.Ghotane

OSDAdventureGirlsExpedition

OrdnanceFactoriesAmmunition

6,133

5,928
5.669

10/9～10/31

10/1～10/30

10/1～11/23

P.K.Battacharvva
ジジ

VijayaM.Gadre

PasangNamgyal

Charai-Utrai

AkhilMaharashtraGiryarohan

SikharMountaineeringClub

5,819

6,968

Woｼｪ
ﾙﾉ劉
隊

10/15~11/15AmarjeetSinghDelhiTourismCorporatiOn6.387カラナク
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1998年インドの祝祭日

期 日 名 称 内 容

☆1月1日(木）

14日(水）

元旦

ポンガル(収穫祭)。太陽が北半球に入る。

NewYear'sDav
ご

MakaraSamkaranti/Pongal

/MakradiSananR

RepublicDay

Idu' IFitr(Ramazanld)

VasantPanchami

/SriPanchami

MahaShivratri

Holi

☆ 26日（月）

☆ 30B(金）

2月1日（日）

共和制記念日(1950年インドが共和国となる)。

イスラム断食月ラマザンの終わり。

春の始まりを祝う北東インドの祭。サラスワティ女神

を祀る。

シヴァ神が祀られ、信者は1日断食する。

ホーリー、 クリシュナ神を祀る。人々は年齢、カース

ト、宗教を問わず、色水をかけあう。

ガウリ女神を祀るラジャスタンの祭。

予言者アブラヒムが息子を生贄にした記念。

ジャイナ教開祖マハビーラ生誕祭。

キリスト受難祭。

ヒンドゥ暦の元旦。パンジャブ地方の祭。

イスラム暦の新年。イスラム教シーア派の哀悼の儀式。

釈尊生誕祭。

オリッサ、ベンガル、 クジャラート、タミルなどでジャ

ガンナート神を祀る。

予言者モハメッドの生誕祭。

ラッキー。 ヒンドゥの姉妹達は兄弟達の手首に神聖な

紐を結び、兄弟達を悪から守る。

独立記念日(1947年独立)。

学問と繁栄の神ガネッシュを祀る。

25日(木）

3月13日(金）

30日（月）

☆4月8日（水）

☆ 9日（木）

☆ 10日（金）

13日（月）

☆5月7日（木）

☆ 11日(月）

6月26日(金）

Gangaur(GouriTritiya)

Idu'zZuha(Bakrid)

MahaviraJayanti

GoodFriday

Vaisakhi

Muharrram

BuddhaPurnima

CarFestival(RathaYatra)

☆;:蝿似照嚇“

☆8月15日(土）

8月26日(水）

IndependenceDay

GaneshChaturthi

/VinayakaChaturthi

Janmasthami(Vaisnava)

Onam

Dussehra/DurgaPuja

9月4日(金） クリシュナ神生誕祭。

ケララの収穫祭。

ダサラ。 ラーマ神が魔王ラーバナに勝利した事を祝う。

ベンガルではドゥルガ女神を祀る。

マハトマ・ガンジー生誕記念日。

デヮリ。 ヒンドゥ教の新年◎ヴィシュヌの妃神・富の

女神ラクシュミーを迎える光の祭。

シーク教開祖ナナク生誕祭。

アジメール地方プシュカル湖で開かれるラクダ市。

キリスト生誕祭。

9月28日（月）

☆10月1日（木）

☆10月2日（金）

☆10月19B(月）

GandhiJayanti

Diwali

☆11月4日（水) |GurruNanakJayanti

PuShkarFair

☆12月25日（金) |ChristmasDay

インドは太陰暦のため祝日は毎年変わる。

☆インド大使館休館日
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厳寒のラダック、ルプシュ地方

沖允人

そして、その仲間によるザンスカールの冬の旅の

記録であった。大いに参考になった。
はじめに

これまでに何度かラダックのレーを訪れたが、

それらはいずれも初夏から晩秋にかけてであった。

一度、インダス川が全面凍結する厳寒のレーを訪

ねてみたいと思っていた。 1997年12月にそのチャ

ンスがきた。ルプシュ地方のポロコンガ周辺(P-

olokongka)の情報を得に、現地に行ってみよう

ということとなったのだった。

実は、 1998年8月に昔の中京山岳会の山仲間と

ツォモリリ湖の北のポロコンガ・チュウという川

とインダス川の間に横たわる長さ約25klnの屋根上

の主峰ともいえるポロコンガ(6,632m)を登る

計画をたて、登山申請をした。

しかし、 1997年8月に、この山はイギリス隊に

よって初登頂されてしまった。残念であったが予

想されたことであった。アプローチが短く、ツォ

モリリ湖を中心とするルプシュ地方の最高峰のル

ンサール・カンリ (LunserKangri, 6,666m)よ

り僅か28m低いだけであり、 しかもポロコンガ峠

(PolokongaLa,4,940m)から、直接、岩稜が

鋭くのびているこの山は魅力のあるものであった。

ポロコンガの第2登も検討したが、やはり中京

山岳会のモットーであったパイオニヤワークをも

う一度花咲かせたいと初登頂の期待できる山に変

更することになった。今回はそのための下調査で

あった。

11月から6月頃までは、外部からレーにつながっ

ているすべての道路は雪と凍結のために閉鎖され

る。ただし、週3便だけ飛行機が運航している。

それなら年末年始の休みを利用して行こうという

ことになった。 メンバーは、梶田明、野村務、菱

田勝美、沖允人の4人であった。 63才から57才の、

いわば、実年登山者である。

出発準備をしている頃に冬のラダックのドキュ

メンタリーがテレビで放映された。少年と父親、

テ．リーからレーヘ

1997年12月21日（日）日本を出発し、夕刻、デ

リーに到着した。翌22日はデリーに滞在し、食料

などの買い物と、 レーヘの航空機の予約の再確認、

ツォモリリ湖周辺の特別入域許可書の入手などに

忙しく動いた。なお、特別入域許可は6ケ月前に

申請し、 12月には許可がでていた。冬は、 レーの

DC(地方行政事務所）が不在になることが多い

のでレーに到着してからでは許可取得は間に合わ

ないことになってしまう。

23日は、デリーからレーに飛ぶ日であった。し

かし、天候は曇っており、霧が濃い。 4時に起床

し、 5時には空港へ行った。チェックインを済ま

せ、安全チェックも終了したが、濃霧でなかなか

飛ばない。どうなることかと心配していたら、搭

乗案内のアナウンスがあり、 11時30分に5時間遅

れで出発した。先刻のチェックインのとき、荷物

を山ほど積みこんでいたが、お客は17人しか乗っ

ていなかった。陸路が閉鎖されているため、航空

便だけが冬の物資輸送の唯一の手段なので、飛行

機は貨物便のようになってしまうのである。

飛び立って、30分ほどするとガルヮール・ヒマ

ラヤらしい雪山が見えてきた。さらに30分ほどす

ると、ツォモリリ湖が見え、 1995年8月に私の初

登頂したサラシュワ (Sarashuwa, 6,238m) ら

しい山やポロコンガなどが見えてきたが、少し逆

光で反射しているのでピークの固定は困難である

が、とりあえず、ビデオ・カメラを回し、スチー

ル・カメラ2台のシャッターを次々と切った。

やがて、雪の無い茶色の山々が見え出した。続

いてサティ・ゴンパ、ティクセ・ ゴンパ、そし

て、 レーの町が見えてきた。スチュワーデスが町

が近いから写真撮影は止めろといってきた。何と
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▼レーの町から見た凍ったインダス川とへミス・

ゴンパ方面の山々

ので計画変更し、スムドゥ (Sumdo) まで行き、

そこをベースにして4， 5日間で、ツォモリリ湖

(Tsomoriri)やポロコンガ峠周辺の探査をする

ことにした。なお、ヌブラ谷方面はカルドゥング・

ラ (KhardungLa)の登り口まで、 シュリーナ

ガル方面はフォト ・ラ (FotuLa)からラマユル

のゴンパあたりまで、パンゴン湖方面はチャン・

ラ (ChangLa)の麓まで、インダス川の上流は

コマまでジープで行くことができる。 もちろん、

シュリーナガル方面を除いては、いずれも特別許

可が必要である。

鑑〃鴬、隆一灼襲＝‘

謹苧

一
》

譲

～

一
一

ノー “綴報, ・

誕箆、- .考蜂篇罎嚇_鳶雲でゞ ‐茎
か頑張って数枚シャッターを切った。帰国後、現

像したところ、満足できる程度に写っていた。

スムドゥヘ

26日スムドゥヘ向けて9時40分、 レーを出発。

レーの町からツォモリリ湖まで218kmある。今日

のスムドゥはその100kmほど手前である。

道は、マヘ(Mahe)まではほとんど凍結して

いるインダス川に沿って湖る◎川の中程で水が吹

き出し、それが凍って盛り上がっているところも

ある。キアリ ・プー(KiariPhu)という谷がイ

ンダス川に合流するあたりで、インダス川は大き

く右（南東）に向きを変える。 3時間ほど走ると

キアリ (Kiari)を通過する。キアリから約8km

で小さな村のあるヌリス(Nurnis) というとこ

ろからコマ(Coma) まで106klnあり、冬でもそ

こまで道は開いているようである。私たちはその

途中のマヘから右に折れてインダス川を渡り、ツォ

モリリ湖方面へ進む。

やがてヌリス(Nuris)を通過する。 ここらあ

たりで川幅は広くなる。行く手に立派な雪山が見

える。左手は紫がかった色の砂山と岩山である。

ここには人の渡ることができる吊り橋があり、そ

の先にジグザグの踏み跡程度の道がついている。

13時50分、ケサーヴ(Kesav)を通過する。

マナリ方面への分岐点にあるウプシ (Upshi)

でも、温泉があり軍隊が駐屯しているチュマタン

でも冬のせいかチェック・ポイントには人がおら

ず、チェックなしで通過した。キドンルから6km

走ってチュマタンに着き、 14時30分から15時まで

休んでお茶を飲む。 15時31分、マヘに着く。さす

がにマヘには役人がおり、特別入域許可書のチェッ

クを受けて鉄橋を渡ってよいということになった。

レーに到着

レー空港に12時50分に着いた。ジプシー（スズ

キ・ジムニーと同形の小型車）という四輪駆動の

小型車の運ちゃんが迎えにきていた。機内預けの

荷物も到着し、空港から20分ほど走ってホテルに

入った。 レーのメイン・ストリートの中程の西に

あるカングリ (Khangri)という名前のホテルで

ある。カングリとは「氷河」という意味だという。

ホテルのすぐ前に軍隊の宿舎と民間の学校があり、

隣には火力発電所がある。ただし、発電所は、ジー

ゼル発電機で、夜と早朝しか運転しないので騒音

は気にならない。冬に営業しているホテルはカン

グリだけである。

太陽が出ていると予想外に暖かく、外部の気温

マイナス1度、室温プラス8度である。ホテルの

窓から正面に見えるストック・カンリ山群(Stok

Kangri, 6,153m)が冬化粧をしていて神々しい

ほと､に美しい。雪線はインダス川の直ぐそばまで

下りてきている。

レーで3日間ほど順応のためにゴンパの巡りや

山へ向かう準備に過ごした。

空港に迎えにきた車2台を5日間雇うことにし

た。それにコックを雇った。

当初の計画では、 レーーツォモリリ湖（2泊）

～タングラン・ラ（2泊）～レーと5泊6日の日

程であったが、 タングラン・ラ周辺(Taglang

La)が雪が深くて通行止めになっているという
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ここからは支流にはいるが舗装はなく、かなり

荒れている。川はほとんど凍結し、アイススケー

ト場のようになっている。 しかし、傾斜は緩く、

ラダックの運ちゃんたちは慣れていてうまく進ん

で行く。 しかし、慎重である。

2時間ほど走って川幅が広くなり、向こうに雪

山が見えてくるとスムドゥの村は近い。村の入口

にカルゾック地区(Karzok)の始まりを示す立

て札がポッンと立っている。

スムドゥの村の中心はそこからすぐであった。

ゆるく傾斜した斜面に50戸ほどの集落がある。村

人が出てきたので交渉し、 2面が窓ガラスになっ

た家を借用することにした。

少し落ち着いてみるとすきま風がひどく、身を

刺すような風が入ってくる。入り口にビニールで

即席のカーテンを吊り、ガラス戸にはツエルトと

テント ・フライを吊してカーテン代わりにした。

スムドゥの人が入れ替わり立ち替わり見物にやっ

てくる。

夜が更けると気温は急激に下がり、底冷えがし

てくる。シュラーフを二重にしてもぐんぐん冷え

る。夜中に外に小用にでた。星が輝いていたが、

刺すような寒気が、まさに襲ってくるという感じ

であった。マイナス30度ちかくまで下がっている

ようであった。

27日は、曇で今にも雪がきそうな空模様であっ

たが、スムドゥからツォモリリ湖の途中まで往復

した。

スムドゥの下から右に折れ、 リビル・チュウ

(RibilChu) という沢を渡り、雪の積もった高

原を進む。 このあたりからは、一面の雪原となっ

ている。 しかし、積雪は20cm程度である。 リビル・

チュウの上流には日本山岳会東海支部が1997年7

月に初登頂したチャルン (Chalung, 6,546m)

がある。

リビル・チュウからもう一つ沢を渡ると山道に

なる。夏は、短い草と石ころのところどころにあ

る落石の危険の多い小沢を越したりするが、今は

凍っていてスリップに注意すれば問題ない。

タルチョーとオポという経文を書いた小旗や布

切れの沢山あるキアガール・ラ (KiragarLa)

を越える。標高は4,858mである。そこから少し

下ると、ぺう (Pera) と呼ばれている平原があ

る。もちろん今は雪原である。

しばらくキアガール・ツォ (KiagarTso) と

いう湖が見えてくる。これも今は一面の雪である。

ピルン・ラ (PirungLa,約4,800m)の緩い登

りになり、峠からはツォモリリ湖まで急に下るよ

うになる。 しかし、雪が深いため、そのあたりま

でで車は進めなくなった。タイヤ・チェーンを日

本から用意してはいたが、とても利きそうにない

ふかふかの雪と氷のミックスである。 もう少し、

もう少しと頑張っているうちに、とうとう、後続

の一台が路肩を外して雪にはまってしまった。み

んなで押したり引いたりしたがなかなか脱出でき

ない｡大きく雪原にまわりこんでやっと脱出した。

お陰で高所訓練をしたことになった。梶原と菱田

と野村が少し先まで行って湖を見ようとしたが、

雲に隠れて見えなかったという。

本日のジープ・サファリはそれまでにして、ス

ムドゥヘ帰った。

さすがに疲れて早々と就寝した。

ポロコンガ峠を越えて

翌日はポロコンガ・ラの先まで往復した。幸い

天候は晴れであった。晴れた日は眺めは良いが、

寒気が鋭い。

いよいよポロコンガ・ラ (PolokongaLa, 4,9

40m)の向こうを偵察する日である。長丁場の行

動を覚悟して行動食を沢山車に積む。スムドゥか

らプガ(Puga)という温泉の出ているところま

で約30分である。温泉は盛んに湯煙を出している。

ポロコンガー・フ｡-(PolokongaPhu) とい

う川をさかのぼる。ポロコンガ峠のあたりは谷が

狭まっている。プガから、左岸から入ってくる5

本目の谷を過ぎたところが峠であった。ルルム

(Rulum)という名前の谷らしい。

峠を過ぎると高原状になる。 ポロコンガⅡ

(6,030m)の岩と雪のピークがすばらしい。その

尾根の続きにある岩のピークがポロコンガI

(6,632m)である。その尾根の東に見えているの

がグルサーク (Gursak, 6,029m)であろう。

峠から3本目の谷の源頭に私たちの目標のトゥ

ジェ (Thugje, 6,148m)があるはずである。 し
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かし、残念ながらここから頂上は見えない。

三角形の押し出しが3つあり、 3つ目の次の谷

をつめるのが良いという結論になった。その間、

今は雪原になっているスタルツァプウク湖(Star-

tsapukTso,4,583m)の対岸近くまで行ってみ

たりして、相当時間を費やして偵察した。

デリーからレーに飛んだときに撮影した航空写

真でみると、ポロコンガから続く尾根は途中2つ

の無名峰（推定6,300mと6,100m)があり、 コル

を経てトゥジェに続いている。 トゥジェから北に

延びる尾根は徐々に高度を上げ、無名峰（6,632

m西にある泊まり場の名前からThagmarとも呼

ぶことにした）に続いている。この間は若干痩せ

た尾根になっていて、雪庇が西側にはりだしてい

るところがある。上部は急峻な雪壁になっている

ようである。

スタルツァプウク湖の奥には、ツォ・カール湖

(4,526m)があり、これらの湖のそばを通るポロ

コンガ峠からのジープの道があり、ニヤムール

(Nyamur)、 タグマール(Thagmar)、 トゥジェ

(Thugje)の3つの泊まり場を経由してレー・マ

ナリー道路のタングラン・ラの南のポングナーク

(Pongunaga)あたりにでることが可能である。

トゥジェの泊まり場からポングナークまで約2km

である。

偵察としての成果を十分得たので、スムドゥに

帰ることにした。途中、テント生活をしている遊

牧民のところを訪ねたりして、 16時頃にスムドゥ

に着いた。

▼ポロコンガ(6,632m)

曇りで、 しかも夜中に小雪が降った。

予備日はもう一日あるが、天候が悪くなりそう

なので、下山することにした。ピッケルとアイゼ

ンも持参していたが、この寒さと高度と雪では、

なかなか簡単にはいかなかった。無理に進むと、

雪が降ったり、道路が閉鎖されたりしてレーまで

帰られなくなるおそれもある。インダス川に出る

あたりが危険が多いので、朝はできるだけ早く出

発することにした。

運ちゃんも早立ちを考えて、まだ、暗いうちの

4時過ぎからエンジンを石油コンロで暖め始めた。

毎朝のことだが、石油コンロの火でエンジンを暖

めないとエンジンがかからない。－台がなかなか

エンジンが掛からず、やっと6時になってスター

トした。早朝にも関わらず、村人が手を振って見

送ってくれた。

途中、凍結したところが多くなっていたが、な

んとか進むことができた。往路を走ってウプシに

着いた。 14時頃に、なつかしいカングリ ・ホテル

に帰着した。

カングリ ・ホテルは水道管が凍っていて水がで

ない。 したがって、シャワーも使えない。できれ

ば明日にでもデリーに帰りたいと航空会社に行っ

てみたが、先週からフライトはキャンセルが続き、

400人近くが待っているという。諦めざるを得な

い。

スムドゥを後に

翌日は小さい山を登る予定であったが、天候は

…
癖…患…篭ざ＝

レーの年末年始

翌日の12月30日はレーでは新年を祝う習慣があ

り、ホテルでも19時頃に階段にローソクが何本も

灯され、新年パーティが食堂で開かれた。ホテル
▲スタルツァプウク湖からポロコンガ方面滝望
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やがて、厳しい安全チェックが始まり、荷物は

積み込まれた。飛行機への搭乗直前にタラップの

ところでもう一度ボディ ・チェックと手荷物検査

があった。そして、やっと機上の人となった。帰

路はツォモリリ湖周辺の山々は見えなかった。

の窓から見える小さなゴンパを飾ったイルミネー

ションがきれいだった。

続いて、31日は、チベット仏教の新年だという

ので、また、 19時頃に夕食パーティだと呼びにき

た。 4人そろってでかけた。ラム、ウィスキー、

コカコーラなどの飲み物にダルマングやメリケン

粉でつくったツマミもいろいろあった。飲ませ上

手のインド人がいて、座を盛り上げていた。私た

ちの他に、このホテルの泊まり客全員であるフラ

ンス人夫妻と娘、イタリア人親子と友人、インド

人男性2人が出席していた｡ 22時まで音楽を聞い

ていたりして楽しく過ごした。

1月1日（木）は、これまでにない晴天であっ

た。元旦であるが、町は平常どおり、特別の行事

はないようであった。

今日のフライトがキャンセルになるとその後の

スケジュールがメチャメチャになる可能性がある。

デリーが濃霧でなく、晴天が昼すぎまでつづくこ

とを祈って空港で待っていた。

おわりに

レーを中心とする山々の幾つかは冬期登山が可

能である。アプローチも、タイヤ・チェーンなど

を用意すれば、かなりジープ利用で短縮できる。

積雪は多くないので、ルートを選べば雪崩の危険

は少ない。ただし、氷は固く、気温はマイナス30

度くらいまでさがる。

米や肉など生活必需品を売る店や野菜を売って

いる露天の店は開いている。凍りついたレーの町

を散策してみると、観光客のほとんどいない、昔

ながらのレーの生活の雰囲気を味わうことができ

る。

の情報誌，岳人』山
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騨蕊蕊HAJ創立30周年記念講演騨蕊鰯

中国登山運動の現状と問題点

汪鉄銘中国登山協会副主席

ます。沢山登った山の中には、五岳（東＝泰山、

西＝華山、南＝衡山、北＝恒山、中＝嵩山）や太

華山、五台山、黄山、盧山などがあります。徐霞

客の残した本の記述の中には、山の地形、川の流

れ、気象状況、登山ルートなどについて、詳細で

系統的な記録、分析が記述されており、古代地理

学などに大きく貢献しました。

古代の宗教は、登山と密接な関係がありました。

神のシンボル、信仰の対象としての「聖山」があ

り、その場所には沢山の信者が巡礼としてやって

きます。例えば、八大神山として知られている、

カン・ リンポチェ （カイラス)、 クーラ・カンリ、

梅里雪山、ニエンチェンタンラ、アムネマチン、

ニンチン・カンサ、ヤルラシャンポ、ロザ・ リな

どです。仏教の四大名山の五台山、普陀山、峨眉

山、九華山もそうです。

中国の民衆の間には、 3世紀の頃から、旧暦の

9月9日を「重陽節」と言って、天高く空気清涼

の頃、酒や食物を持って友人、知人を誘って山に

登ったり、高桜名台に登って楽しんできた慣わし

があります。「9」は「久」と発音が同じなので

｢九九」は、健康長寿の意味になります。登山を

一種の健康法としてやっていたわけです。

■現代中国の登山運動

｜ ｜ はじめに

中国の国土は広いですが、国土の面積の3分の

2を山野が占めております。主な山脈で有名なの

は、アルタイ、天山、罠嵩、 ヒマラヤ山脈などで

すが、この他にも、タングラ、ガデセイ、横断、

キレン、秦嶺、南嶺、台湾山脈などがあります。

また、世界で一番高い青海省とチベット自治区に

またがる青蔵高原や新彊ウイグル自治区のパミー

ル高原などもあります。

地球上には、八千メートル級の山が14座ありま

すが、その内の9座が中国国境と国内にあります。

七千メートル級の山は150座、六千メートル級の

山も数百座、五千メートル級の山にいたっては、

数千座あります。これらの山々の美しさ、厳しさ

に憧れて外国の登山家とトレッカーたちが、続々

と詰め掛けてきております。

■中国古代の登山活動

人類の歴史は、たえず大自然を認識し、大自然

に適応し、大自然を改造する歴史です。人々は生

活の中で常に山と共存してきました。中国の「史

記」によりますと、二千年前の皇帝が、東の丸山

と泰山、西の毘斎、南の湘山と熊耳山、北の釜山

を登ったと記しております。 「夏」の時代の大禺

が洪水を防ぐために常に山に登り、そのために登

山専用の靴を発明しました。

唐の時代の西暦627年に、玄葵は長安を出発し

て天山に沿って中央アジアから、アフガニスタン、

パキスタンを経由してインドに行きました。仏教

の経典と共に罠南山脈を越え、砂漠を横断して645

年に長安に戻りました。この時の玄葵をモデルに

して生まれたのが有名な「西遊記」です。

明の時代には、有名な旅行家である徐霞客は、

30年をかけて中国の名山大河を歩き本を残してい

現代の登山運動は、 18世紀のヨーロッパ．アル

プスから始まったと言われております。 ヨーロッ

パ・アルプスを中心に発展してきた登山運動も、

'9世紀の末頃には世界中に広がりました。中国の

西にあるムスターグ・アダでスエーデンの探検家

へディンが登山を試みたのもこの頃です。 1921年

からイギリス隊が8回も中国．チベットからチョ

モランマの登頂を狙いましたが、全部失敗しまし

た。 1924年にはマロリーが行方不明になるという

遭難事故もありました。
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中国は、旧ソ連の指導を受けて、 1955年に初め

て現代登山運動を始めました。 6千メートルの団

結峰と十月峰に登頂しました。翌年には初めて中

国人による登山隊を組織して、詩人の李白が登っ

たことで有名な、映西省にある太白山(3767m)

に登頂しました。このことによって、登山は正式

に中国の体育運動の項目となりました。まさに中

国の現代登山連動の誕生となりました。

発足当時の中国の登山運動は、労働組合に所属

していました。 1958年から国家体育運動委員会の

傘下に入り、 6月に「中国登山協会」が成立しま

した。そして、中華全国体育総会の団体会員となっ

たのです。当時、中国登山隊の活動費用は政府か

ら交付されました。

初めての高峰登山が、56年にムスターグ・アダ

(7546m)とコングール・チュビエ(7530m)で

行われ、両方とも成功しました。60年には北側か

らチョモランマの登頂に成功しました。北側から

登頂したのは世界で初めてのことでした。その後

の10年間で八千メートル峰を2回、 ｜日ソ連の山も

含めて、七千メートル峰を5回、六千メートル峰

を10回登りました。このような成果をあげること

ができたのは、政府の強い支持と登山関係者の努

力があったからにほかなりません。中国の登山レ

ベルは世界の水準に達したのです。

中国の70年代の登山運動は文革の影響を受けて

一時中断されました。その後、 3年間の準備期間

を経て、 75年5月27日に中国隊がチョモランマの

登頂に成功しました。登頂者の9人は同時登頂と

しては最多記録となりました。女性のパンドーは、

田部井淳子さんに次いで2番目の登頂者となりま

したが、勿論北側ルートからの女性登頂となった

のです。この時は科学調査が行われ、測量した結

果は、頂上の高さが、 8848.13mとなりました。

その他各分野の科学調査が実施されました。 この

時期のチョモランマ登山は大規模で、隊員数も60

年が200人を越え、75年は434人にもなりました。

1978年、中国は4つの現代化を進めるため、開

放政策をとるようになりました。中国登山協会は、

政府に対して、外国隊に対して計画的に中国領の

山々を開放するよう提案し、 これが受け入れられ

て許可されました。 79年にこのことを世界中に公

表しました。当初はチョモランマ、シシャパンマ

などの8座を開放し、早速、日本とドイツの偵察

隊がチベット自治区に入りました。

外国隊に山々を開放して約20年になりますが、

世界の30の国や地域から千余りの登山隊を受け入

れ、人数も2万人を超えました。このうち日本か

らは260隊、約2450人が訪れました。 この結果外

国との交流も深まりました。例えば中国登山協会

と長野県山岳協会は、 1981年から10年間、登山技

術を中心とした交流を行い、大変な成果を得て90

年に終了しました。また、84年からは、 10の国や

地域と合同登山を実施し、その数も30回を超えま

した。そして中国登山協会は85年国際山岳連盟

(UIAA)に加盟し、91年にはアジアスポーッ

クライミング委員会に加盟、 94年には友好諸国と

アジア山岳連盟を創立して理事国となりました。

外国隊に山々を開放してから、中国人も八千メー

トル峰を8座登り、チョモランマ登頂者も20人に

なりました。中国人も徐々に海外の山々を登るこ

とができるようになりました。日本では登山する

若者の数が減る傾向にあると聞いておりますが、

中国では逆に若者の登山者が増えてきております。

特に大学の登山活動は活発になっており、幾つか

の七千メートル峰に登頂しています。今年は、北

京大学の隊がチョー・オユーに挑戦する計画が進

んでいます。全国のスポーツクライミング大会も

既に11回開かれており、この種目の人気はウナギ

昇りです。

■中国登山運動の現状

1996年7月に開かれた「中国登山協会全国委員

会総会」で、 「第五回全国委員会」が構成され、

曽曙生主席などが選出されました。また、中国登

山協会の規約改訂案が可決され、新しい組織法も

制定されました。 97年12月の「中国登山協会主席

会議」では、中国人による登山クラブの在り方が

検討されました。また「国内登山管理規定」も作

成され、中国人の登山者を管理し、健康的に発展

させ、登山運動を活発に推進し、優れた登山者を

育成していくつもりです。

高所登山は、中国登山運動の重要な位置を占め、

世界的なレベルにあります。中国登山協会は、現
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のための人を派遣し、清掃もしました。中国登山

協会でも、夏のキャンプを開催して、参加した子

供たちに、環境保護の意識を教育しています。

外国の登山隊が、中国で数多く登山した結果、

中国の登山者は、これらの機会を得て多くの登山

技術を学ぶことができました。また、外国隊の支

払う登山費用によって、中国の登山運動を進展さ

せることができました。そのような結果、今では

中国人が海外に行って登山ができるようになりま

した。それがまた、登山の啓蒙になり、多くの中

国人が登山に興味を持つようになっているのです。

在進行中の「チベット登山隊」が、世界の八千メー

トル峰14座全部に登頂しようという計画を全面的

に支持しています。この計画は21世紀の初め頃ま

で続きますが、その結果何人かの人が、 14座の全

座登頂に成功するものと信じております。また、

今年の末までには、二人が世界七大州の最高峰登

頂者となるものと思われます。

中国国内でスポーツクライミングが始まったの

は10年前です。 1987年に第一回全国大会を行い、

毎年一回開催しています。大会に参加できるのは

まだ数百人しかいませんが、段々と増えつつあり

ます。中国苔L協会に登録されている人工岩場は、

完全ではありませんが全国に7つあります。競技

のレベルはまだまだ日本や韓国に及びません。

中国登山協会では、昨年からスポーツクライミ

ングの宣伝を積極的に行いました。そのため、マ

スコミでも度々取り上げて報道しましたので、全

国各地から情報を求める電話が頻繁にかかってく

るようになりました。人気上昇中のスポーツクラ

イミングは数年の内に、国内で普及してレベル・

アップが期待されています。

中国国内の大衆登山は、全国各地で様々な形で

行われています。例えば「泰山国際登山祭り」は、

11年間開催されていますし、 「北京八達嶺長城お

正月登山大会」は、 3回開催されています。夏の

キャンプも毎年何回も開催されております。中国

登山協会では、このような行事をどんどん支援し

て、国民の健康の向上を計る為、努力していくつ

もりです。

高所の科学調査の分野では、中国科学院が1997

年にアメリカと合同でシシャパンマの氷河を調査

しました。その時、 20人が七千メートルまで登り

ましたし、北京大学や清華大学などが組織した登

山隊では、登山と科学調査を兼ねています。

経済発展に伴い、人々の生活に段々余裕がある

ようになって、登山人口が増えつつありますが、

それと同時にゴミ問題が段々と深刻になってきま

した。政府は環境保護意識を強調すると同時に、

具体的な措置をとって、山の環境保護に力を入れ

ております。観光地域にゴミ箱を設置したり、掃

除係りを配置しました。チョモランマやチョー・

オユー、シシャパンマなどの地域には、ゴミ処理

■問題点

1．中国登山協会が、短い期間でこれほどの成

果を収められたのは、計画経済体制の下で、政府

の全面的な支持があったればこそであります。現

在は、市場経済となり従来の体制では適応できま

せん。市場経済体制に応じた体制を模索して、登

山事業を発展させなければなりません。

2．中国の登山運動は、高所登山を目標として

実施して来ましたが、登山技術のレベルはそれほ

ど高くありませんし、参加する人の数も多くあり

ませんでした。今は、大衆登山が普及しつつあり

ますが、彼らを指導する人材が不足しています。

3． スポーツクライミングのレベルもまだまだ

低いです。資金が不足しているため、人工岩場の

数も少ないです。 コーチ、審判員、ルート ・セッ

ターのレベルもまだまだ低いのです。

4． 中国には、高所環境保護の管理部門が統一

されていません。統一した法律も規則もありませ

ん。単に掃除をするぐらいでは効果は余り期待で

きません。法律や規則を早急に制定して、登山者

に遵守してもらうようになれば、環境は保たれて

美しい山になると思います。そして登山運動も健

全に発展すると思います。

勿論、問題点はまだまだ沢山あると思いますが、

皆様の意見ご指導を宜しくお願い致します。

（注） この講演はHAJ創立30周年記念として19

98年1月25日科学技術館サイエンス・ホールにて

行われたものです。
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意すること。

従来通り無線機の使用許可申請は必要である

が、 IMFから有料で借用する場合にはこの限

りではない。 レンタル料金は下記の通り。

a. 4台 4週間まで2百ドル

b. 4週間若しくは4台を越える場合、 1台

当たり10ドル

c・保証供託金1台当たり 450ドル

これまで許可を出さなかった単独登山を認め

る。

希望する隊には連絡官用装備一式を5百ドル

で貸し出す（昨年度は7百ドル)。

従来7枚ずつだった（シッキム、アルナチャ

ルなど特別地域の場合は8枚）申請用紙その

他の書類は8枚ずつ提出のこと（同9枚)。

これまで45日間だった登山ヴィザの期間を90

日とする。

有事の際のヘリコプター及び救援隊出動に備

えて、 IMFに対して最高6千ドルまでの支払

い可能な保険に加入のこと（昨年20万ルピー

とのことだったが、 ドル建てとなった。また、

ゴールデン・クレジット ・カードも有効との

ことだったが、このたび撤回された｡）

登山料その他の支払い方法は、現金や旅行小

切手ではなく送金小切手／マスターカード／

ヴィザカード／銀行為替に限定する。なお、

支払に際してはそれぞれの項目毎に分けて支

払うこと。

従来のトレッキング・ピーク扱いの山は無く

なり、全て通常の登山申請が必要となる。

オープン地域内の5千メートル以下の山は登

山許可は不要である。連絡官の同行の義務も

ない。

高所順応の為であっても、いかなるピークに

も無許可で登ってはならない。

観光ヴィザでの登山は認めない。

IMF公認のエージェントを利用すること。

以下の地図のコピーを3ドルで供給する。

a.GarhwalHimalaya-OST- 1/15万

b. ′′ WEST 1/15万

c. SikkimHimalaya l／15万

議灘譲鍵鰯議 3．

《インド》

暗殺の被告全員に有罪

インド南部チェンナイ （旧名マドラス）の特別

法廷のナバネタム判事は1月28日、 1991年5月の

ラジブ．ガンジー元首相暗殺事件の被告26人全員

に有罪判決を下した。被告はスリランカのタミル

人過激組織「タミル・イーラム解放のトラ」 (LI

TE)の支持者で、 2人が殺人、残る24人が武器

の不法所持、殺人ほう助などで有罪判決を受けた。

（東京新聞1 .29)

4

R
Ue

6

インド総選挙始まる
７

昨年12月の下院解散に伴うインド総選挙の第1

回投票が1月16日午前7時（現地時間）から、首

都デリーやウッタル・プラデシュ州など二十の連

邦政府直轄地・州で始まった。

今回の総選挙は5回に分けて実施され、この日

の第1回投票では全体の約40パーセントに当たる

二百二十二の選挙区が対象になる。 3回目の投票

が終わった後の3月2日から開票が始まり、 4日

ごろ大勢が判明する見通し。

インド各地では投票日を前に、選挙妨害とみら

れるテロや暴動が続発、死者は約百人に上ってい

る。 このため政府は警察に加え、十万人以上の軍

を動員、治安の確保に当たっている。

（東京新聞2.16）

8．

9

10

11

インド・ヒマラヤ登山申請最新情報

第19回インド・ヒマラヤ会議当日に入手した情

報によると、 1996年11月の新規則発表の後、イン

ド・ヒマラヤ登山申請に更に修正・変更が生じた。

実施時期は1997年11月1日からとのことである。

1． 1隊当たり3百ドルの環境税徴収額を4百ド

ルとする。これに伴い、 1隊当たり千ドルの

環境保護費のデポジットは不要とする。

2．連絡官による登山隊の環境保護証明は不要で

ある。登山隊自信で環境保護やゴミ問題に留

12.

13.

14.

15.
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d.Karakoram 1/60万

e. IndianHimalaya-Jammu&Kashmir

(Leh,Zanskar&NubraValley)

f. -Do-

(Kargil,Zanskar&NunKunArea)

g. Himachal Pradesh

(Karpa-Kinnaur,Spiti&Shimla)

h. -Do-

(KulluValley,ParbatiValley&Central

Lahaul)

i.Kumaon-Garhwal

(PindariGlacier,Badrinath&NandaD-

eviArea)

j.Karakoram

(Siachen,Rimo,SaserKangriArea)

※e～jの縮尺は1/20万

k.TrekkingmapofHimachalPradesh

l. '' KumaonHimalayas

m. " Gandotri&Yamnotri

n. '' Ladakh

o.Shyok(Contour)

p.TsoMorari(Contour)

q.Kargil (Contour)

r.PangongTso(Contour)

※o～rの縮尺は1／25万

ThelndianMountaineeringFoundation.

BenitoJuarezRoad,AnandNiketan,

NewDelhi-110021 FAX: 91-11-6883412

世界で最も貧しい国の一つネパールで、非政府

組織(NGO)が雨後のタケノコのように急増し

ている。 しかし、実際は「カネ集め」だけが目的

のNGOが多く、ネパールの識者らは「こんなこ

とが続けば、わが国のNGOは対外的に信用をな

くす」と嘆いている。

カトマンズの日本大使館は最近、 「日本政府か

らも公認されている」と偽ってNGOの名を山車、

日本企業や個人に寄付をよびかけて外貨を稼ぐ例

が横行しているため、 じゅうぶん注意するよう警

告を出した。

1人当たりの国民総生産が二百十ドルのネパー

ルでは、日本人には少額と映る寄付金でも大金だ。

ネパールでNGOが急増したのは、 1990年春の

民主化以降だ。それまでは五百団体足らず。それ

が今では数万までふくれた。政府に登録する義務

はないので実数は把握しにくいが、関係者は「少

なくとも1万6千、多く見積もれば3万」とみる。

NGOは外国の企業や団体、個人から容易に寄

付金を受け取れるほか、 「活動のため」と外国製

四輪駆動車を低い関税で輸入できるなどの特典が

ある。 このため､利に聡い人たちが数年前から

｢NGO」を自分たちのカネもうけに利用し始め、

知識人からは「NGOビジネス」とひんしゆくを

買っている。

昨年11月にはNGOを隠れミノに40人の若い女

性を事務所に集めて営業していた、有力政治家の

親族の売春組織が摘発される始末だ。

これだけNGOの数が増えたもう一つの理由は、

家族・親類で利益や特権を独占する縁故主義の横

行がある。一族が複数のNGOを設立して「うま

み」を独占し、経費の使途やスタッフの陣容は公

表しない。

「せっかくの善意の寄付で私腹を肥やしている。

不明朗だ」との批判もマスコミから起きた。 「本

当に予算が欲しいまじめなNGOには金が行かず、

なせかビジネスNGOの所に金が集まる」とある

ジャーナリストは言う。

カトマンズの代表的NGO「人権・環境・開発

国際研究所」の代表、ゴパル。S・チンタンさん

は「本来のNGO活動をしているのは1万もない、

|MF新人事

1997年11月付IMFの新人事は下記の通り。

総裁M.S.Gill

副総裁HarishKapadia

SumanDubey

秘害A.KBhattacharyya

局長J.P.Bhagaljee

’
ネパールNGOにご用心

｢金集め」横行大使館譽告

－18－



蕊蕊驚鍛驚蟻驚蕊驚 IEMALAYANEWS |驚蕊蕊’譲驚蕊蕊#蕊驚鍵蕊議蕊蕊

残りの多くは各政党が政治資金の吸い上げ機関と

して利用している」と批判している。

（朝日新聞1． 6）

ニーには、インド側の共催3団体の呼びかけで主

賓のアレグザンデル・マハラシュトラ州知事を始

め、 3百人以上が出席。取材メディアも英BBC放

送を含め28社に上がった。 （1 ．31東京新聞）
中国、貞操観念“違反”で罰金

インド政府観光局新局長就任
漸江省で婚姻届の身体検査の際、女性に婚前交

渉があったことが分かり、新郎新婦とも罰金を取

られたことが、上海紙・文碓報で報道された。地

方で横行する費用徴収（乱収費）の極端な例だが、

中国農村部での貞操観念の厳しさが浮き彫りになっ

た。

罰金を取られたのは同省温嶺市の蒋友兵氏と結

婚相手の女性。 2人はこのほど、同市の保健所で

婚姻届けに必要な身体検を受けて合格証明書を得

た。 しかし、町の計画出産委員会による検査では、

女性に婚前交渉があったことが判明。同委員会か

ら「貞操観念」に反するとして、平均月収の3倍

近い千5百元（1元約15円）の罰金を請求された。

2人は町に掛け合って千元にまけさせ、婚姻届

を出した。女性は郷里でも同様の理由で2百元の

罰金を取られたという。

中国では結婚前の身体検査が義務付けられ、性

病や伝染病がチェックの対象になっている。

（東京新聞1．29）

暫く空席だったインド政府観光局東京事務所長

(極東地区総局長）に、この度シヴァカミ (Ms.)

さんが就任した。なお旅行相談窓口では、日本人

スタッフの平千佳さんと今野歩さんがインド旅行

に関する相談に親切に応じてくれている。

！ 鍵
織＃議蘆繍鵜繍識鍵|鍵；

貢嗅山

1997年春に札幌山岳会が中国、四川省のミニヤ・

コンカに派遣した登山隊の報告書。同山は横断山

脈の主峰として昔から知られた名峰である。

中国が外国人に自国の山を解放してまもなく、

81年春に同山の東面、未踏のヤンズーコー氷河か

ら北海道岳連隊が北東支稜から頂上を目指したが、

8名が遭難した。翌82年春には同じく東面ではあ

るが、ハイローコー氷河から市川山岳会隊が頂上

を目指したが、二人が遭難し、その内の一人が生

還。この2隊はいずれも春のシーズンで頂上直下

まで到達していた。HAJでは91年ハイローコー

氷河、 94年ヤンズーコー氷河いずれも秋に市川隊、

北海道隊と同じルートから頂上を目指したが、94

年隊では4名が遭難した｡ 90年に北海道岳連隊が

ヤンズーコー氷河から北東支稜ではなく、北西稜

に取りつくルートから頂上を目指したが登頂はな

らなかった。

今回の札幌隊は、 90年の道岳連隊のルートを踏

襲し、日本人としては初めてミニヤ・コンカの登

頂に成功した。先ずは拍手を贈りたい。 「過程が

どうであれ、結果が良ければ、すべて良し」とさ

れがちな登山の世界であるが、本報告書を読む限

り、良い結果を導き出すために、努力を重ねた人々

のいたことが伝わってくる。本報告書を読んで、

｢彼らの何が良かったのかを」推理することも、

自らの高所登山を構築するための勉強となるであ

インドで原爆展

世界的な核管理の流れに抗して核の選択肢を保

持するインドで、被爆体験の実相を伝えようと広

島、長崎両市が地元の団体と協力して開く 「ヒロ

シマ・ナガサキ原爆展」の一般公開が1月30日、

ムンバイ （|日名ボンベイ）で始まった。

両市は1995年からニューヨークなど海外での原

爆展を続けているが、アジアでの開催は今回が初

めて。

一般公開日の30日は、非暴力・平和主義を貫い

たインド建国の父マハトマ・ガンジーの没後50周

年にあたり、インド側は「二度とあってはならぬ

ヒロシマ、ナガサキーガンジー没後50周年記念行

事」と位置付けた。

反響は予想以上で、一般公開に先立つ29日の夜、

ネルーセンターで開かれたオープニング・セレモ
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ろう。ろう。 しかし、中国が1960年にチョモランマを、 56年

にムスターグ・アダ、57年にミニヤ・コンカを登っ

たのは、著者ウィグノールが捕まった時に「53年

にエヴェレストの登頂に成功したヒラリーとテン

ジンが、頂上にロプノール湖の方角照準を合わせ

たCIAの探査装置を置いてきた」と話したこと

によるものだ。というくだりになるってくると、

いささか首を傾けざるを得ない。結局のところ、

著者が半世紀前に捕まった中国共産党に対する、

恨みがいつまでも残っていて、スパイの物真似を

したことによって、通常の人よりは、当時の国際

政治の世界の情報を知り得て、中国共産党憎さが

惨み出ているのだろうと感じた。そういう意味で

は、登山記録よりは、捕虜物語と言えるかもしれ

ない。読後感に爽やかさはない｡ (山森）

シドニー・ウィグノール著三浦彊子訳

文芸春秋社1997年12月20日刊2667円十税

（山森）

B5判100頁本文中カラー多数。

1997年12月25日刊 価2800円

〒068-0044岩見市北4条西10丁目1-12

芳賀正志冠0126-23-5085

ディラン峰南面耆山の記録

山梨山岳連盟が1996年夏にカラコルム、ディラ

ン峰に送った登山隊の記録。登山は6,700mで登

頂を断念した。山梨山岳堺のヒマラヤ登山のシン

ボル的な存在であり、この登山の後、スキルブル

ムで遭難した中込清次郎氏が、 「なぜディランか、

そしてルート」の遺稿を残している。そこに込め

られている思いは、 「未踏」への憧れであろう。

頂は踏まれていても、未知のルートや静寂な中で

の登山ができる山々への思いが伝わってくる。

（山森）

B5判48頁平成9年12月25日刊
桃源郷ブータン王国

札幌在住の伊藤幸男氏が、 1995年、96年の2夏

チョモラーリの麓やラヤ、 リンシ方面をトレッキ

ングした見聞録。堅苦しい言い回しは一切なく、

ブータンの素晴らしさを素直に語っている。イラ

ストや写真もそれを助けている。但し英文の地図

は国境や山の標高などかなり違うので誤解を受け

やすく注釈が必要だろう。

A5変形判229頁1998年2月5日刊

北海道新聞社2300円

30周年資金協力者ご芳名

3口（松山昭） 2口（伊丹紹泰、樋上嘉秀）

1口（久保田賢次、大蔵喜福、千場晃、木戸繁良、

松田謙介) 0.5口（倉澤保男）

総計256名5,629,000円(1998年2月22日現在）

ヒマラヤのスパイ

深田久弥氏は「ヒマラヤの高峰」の［ナラカン

カール］の項で、本書の著者であるシドニー・ウィ

グノールが書いた「Prisoner inRedTibet赤色

チベットの捕虜」のことを紹介している。彼らは

イギリスのウェールズ・ヒマラヤ登山隊を組織し

て1955年秋に西ネパールに入ったが、結局メンバー

の二人とネパールの連絡官が中国軍に捕まってし

まうのである。その待遇は相当酷かつたらしい。

そのことを知りながら1963年には、ナラカンカー

ルを目指した北海導大学隊のメンバーも中国軍に

捕まったが、 こちらの待遇は良かったらしい。

(HIMALAYAEXPEDITIONOFA.A.CH1963P25)

本書は、その1955年のことを1996年になって著

者ウィグノールがあらためて「SpyontheRoof

oftheWorld」として出版した本の全訳である。

捕まるまでのネパール内における山の模様も書

かれているが、大部分は捕まって監禁され訊問さ

れる事柄に費やされている。それは私のような素

人にはあまり面白くない。解放されて真冬のヒマ

ラヤを越えてネパールに降りてくる困難な模様は

想像以上に大変ではなかったかと思う。

東京集会のお知らせ

日時 3月30日（月）午後7時～

会費千円

場所HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、 JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）
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謹溌醗醗中国高峰登山15年小史（17）西蔵その3離陸醗圏

9－4 クーラ・カンリ （庫拉崗日・KulaKan9ri)

パノラマとなっている。

*参考文献：天帝の峰に挑む（神戸大学西蔵学術

登山隊） 「昭和63年8月10日刊」神戸新聞

総合出版センター

*山脈： クーラ・カンリ山群の最高峰。

*位置： ラサ(3,658m)の南南西約167.5km。

[28｡ 20' N, 90｡ 60' E]

＊アプローチ： ラサまでは北京～成都が飛行機で

約2時間、成都～ラサが約1時間40分の旅。

ラサからはカンパ・ラ(4,756m)に登り、

ヤムドク・ツォからランカーズ(4,472m)

を経て、 ロー・ラ(5,198m)に至り、プマ

ヨン・ツォの東岸を行き、モンダ・ラ（5,2

66m)に登り、モンダに下る。モンダから

右折しロザション・チュウーの右岸を上流

に向かいチュッォ（曲措)まで、ジープで一

日行程である。 ラサからチュツォまでの走

行距離は約270km。尚、チュツォはナイと

も呼ばれている。

＊ルートの所要日数：86年神戸大学隊は、北面に

3月17BBCを建設し、ABC、C1を出

して西稜に取りつき、 3つのキャンプを作

り4月21日初登頂に成功し、翌日にも登頂

した。

＊山の概念: I峰7,538m｡ (以下全て中国登山指

南による) I峰の東1.1mに7,418mのⅡ峰。

Ⅱ峰の北東1.4kmに7,381mのⅢ峰がある。

Ⅲ峰の北北東2.9kmにはカルジャン(7,221

m)があり、 I峰の西には氷河を挾んでジェ

シヤン(6,676m)や三角錐のガンシヤ(6,722

m)がある。

＊通常の登山時期：春と秋

＊山名： クーラはチベット語で「天帝の峰」の意。

カンリはチベット語で「雪山」の意。

＊小史： 1958年、植物学者の中尾佐助がブータン

のムナカ・チュー峠からクーラ・カンリの

撮影に成功したが、その結果ブータンの最

高峰と思われていたクーラ・カンリが中国

領にあることが判明した。 1963年ブータン

からクーラ・カンリの撮影に成功したA.

ガンサーの写真は、 クーラ・カンリ、カル

ジャン、ゴウラカ・ リ(6,497m)の見事な

|登山の概要登山の概要

■主峰(7,538m)

1985年

4月偵察隊神戸大学隊

翌年の本番のために3名で偵察に入る。 4

月12日北面ルウジョウの4,400m地点にBC

設営。 15BClを設営して上部偵察。 19日北

東側の谷の源頭まで探り、 23日クーラ・カン

リ ・ラ(5,700m)を往復。 25日に西面。 26日

から南面スーチ(色)に移動し、スーチ川の

4,400mまで。

［隊長：緒方俊治(36）長谷川浩(26）尾崎

久純(26)］

［天帝の峰クーラ・カンリを目指して（長谷

川浩） 岳人464号1986年2月号］

1986年

3月～5月西稜神戸大学隊

初登頂を目指して3月15日北面の4,450m

地点にBC設営。西稜に取りつき4月2日C

2を6,200m地点に設営。北稜とのジャンク

ション・ピーク下6,700m地点にC3を設け

たのが11日。強風と天候不順に悩まされなが

らもルートをのばし、 7,000m地点にある黒

い岩は南面から廻り込み、 20日に7,100m地

点にACを建設。翌日居谷、坂本、尾崎と報

道の大谷が頂稜のナイフ・エッジを通過して

初登頂に成功した。 22日にも森長、長谷川が

登頂した。

［隊長：岡市敏治(45）平井一正(54） 緒方

俊治(37） 北口博教(41） 居谷千春(35）

森長敬(32） 山田健(31）坂本淳(29）長

谷川浩(27）尾崎久純(27） 村山誠之(27）

船原尚武(25） 門井純(22）柴田隆宏(22）
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藤本一弘(31） 報道：大谷映芳(38） 酒井

潮(40)桜井勝之(26)朝日教之(30)]

［天帝の峰に挑む （昭和63年8月刊])、

［クーラ・カンリ初登頂（平井一正） 「山岳

第82年」日本山岳会 1987年12月刊］

1993年

4月～5月北面フランス隊

北面4,450m地点にBC建設。 5,400m付近

にABCを出して西氷河を調査。 5月21日ペ

シェとジェシェ、セヴニエが6,000m峰に初

登頂した。

［隊長§アルノー・ペシェ、 リシャール・ジェ

シェ、ギー・セヴニエ他7人］

1994年

4月～5月西稜オーストリア隊

4月14日カトマンズを出発し、北面5,200

m地点にBCを建設。標高差2000mの北壁を

ねらったが、あきらめて西稜に転進。 5,400

m地点にCl、6,400m地点にC2を建設。

5月1日クルトが神戸大に次ぐ登頂に成功。

3日にもヘルムート、オットー、アントンの

3名が登頂した。

［隊長：ペーター・ヴァインガルトナー(25)、

クルト ・エプナー、ヘルムート ・オルトナー、

オットー・プラッテナー、アントン・ ドル

フース］

9－5 カルジヤン(-F熱彊・Karan9jiang)

＊山脈： クーラ・カンリ山群。

＊位置： ラサ(3,658m)の南南西約165k'n。

＊アプローチ： ラサまでは北京～成都が飛行機で

約2時間、成都～ラサが約1時間40分の旅。

ラサからはカンパ・ラ(4,756m)に登り、

ヤムドク・ツォからランカーズ(4,472m)

を経て、 ロー・ラ(5,198m)に至り、プマ

ヨン・ツォの東岸を行き、モンダ・ラ（5,2

66m)に登り、モンダに下りる。モンダか

ら左折しロザション・チュウーの右岸を下

流に向かいザーリ（札日）まで、ジープで一

日行程である。ラサからザーリまでの走行

距離は約260kmである。カルジャン主峰、

中央峰、北峰のいずれを攻める場合もBC

はザーリに設けるのが便利である。

＊ルートの所要日数：86年HAJ隊は、北面のモ

ンダの4,200m地点にBCを9月11日建設

し、西稜に取りつき、 10月14日に新郷ら3

名が主峰の初登頂に成功し、 16日にも登頂

した。

*山の概念： クーラ・カンリの北北東2.9kmにあ

り三つの峰がある。主峰は二つのピークに

分かれており、両ピークの距離は350m。

その間は深いキレットになっている。北が

7,216m、南に7,221mの標高値が与えられ

ている。 （以下全て中国登山指南による）

主峰の北1.7kmに7,418mの中央峰、中央峰

の北西1.7kmに6,824mの北峰がある。また

カルジャンの東9kmにはゴウラカ・ リ6,497

mがある。

＊通常の登山時期：春と秋

＊山名：チベット語で「神嶺」の意。上流のチュ

ッォの住民からはチュービエソン(Cyubes

on)と呼ばれている。

＊小史： 1963年、オーストリアのA・ガンサーが

ブータンのムナカ・チュー峠からクーラ・

カンリの撮影に成功したが、そこには、カ

ルジャン、ゴウラカ・ リを含めた大パノラ

マが写し出されており、カルジャンの存在

が明らかになった。

＊参考文献： ヒマラヤ名峰事典［ブータン・ヒマ

ラヤ平凡社。1996年11月刊］

|登山の概要
■主峰(7,216m)

1986年

9月～11月西稜HAJ隊

9月8日初登頂を目指して6人で入山。北

面モンダ村の4,200m地点にBC設営。 14日

ABCを5,300m地点に設営。氷河上の5,730

m地点にC1を出して西稜に入り、 6,150m

地点にC2、 10月11日6,580m地点に仮C3

登山の
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を設営。 13日に7,000m地点にC3を設営し ［隊長：新郷信廣(43)友田健治(37)宮崎

て翌14日に岩崎、友田、新郷の3名が北のピー 勉(38）保坂昭壷(38）岩崎洋(26）綾戸

クに初登頂した。南のピークへは深いキレッ 新二(21)］

トとなっており断念した。 16日には宮崎、保 ［烈風の頂へ－-F熱彊峰初登頂の記録（ヒマ

坂も登頂した。 ラヤ182号1987年1月号］

▼モンダ・ラから見たクーラ・カンリ山群（右からクーラ・カンリエ、 Ⅱ、Ⅲとカルジャン主峰）

ﾔﾏｹｲから新しい山の雑誌
日本で初めての｢岩と雪の世界で遊勤

スペシャルマガジン

'98年4月上旬発売予定／
'98Spring&Summer lssue ●予価980円(税込）

ケンちゃんが撮ったユージのクライミンク写真集

写真／飯山健治
発売中!●定価:本体3800円十税-FREEDCM菫唯菫”

■山と溪谷社■〒105東京都港区芝大門1-1-33/TELO3(3436)4055･FAxO3(3433)4057<営業部＞
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協議（於、東京、山森）

日山協国際交流歓迎会（於、岸体育

館、山森）

21日～22日第36回日山協海外登山研究会（於、

大学セミナーハウス、山森、寺沢）

23日（月） 東京集会（12名）

25日～26日文部省登山研修所大学山岳部リーダー

冬山研修会（山森）

■寸感■

アルパイン・クライミングの世界に「地方の時

代」を築いた高見和成氏の言卜報に合掌。 （山森）

廩厩同厄關(2月）
1日（日） 第19回インド・ヒマラヤ会議（於、

豊島区民センター、山森、尾形、寺

沢、中川、野沢井ら48名）

第6回中国登山研究会（於、豊島区

民センター、山森、寺沢、中川、野

沢井、酒井ら12名）

田海子山隊合宿（酒井ら8名）

ヒマラヤ316号発送

事故と環境対策研修会講師依頼

労山チョモランマ隊壮行会（遠藤、

山森、酒井、寺沢）

ニンチン．カンサ隊集会（山森）

フカム．シン氏の件協議（稲田、山

森）

CMA曽曙牛キ席、趙建軍副部長と

8日（日）

ヒマラヤNo.317 (4月号）

平成10年3月10日印刷 10年4月1日発行

発行人稲田定重

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170 東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」
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高山病対策の必携品一一 一

ガモフバッグとパルスオキシメーターのﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフパッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)

●パルスオキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店： 日本メディコ株式会社
レンタル・販売問い合わせ先 ：株式会社テイ・エッチ・アイ

〒135東京都江東区木場2-5-7 KHビル7階
TEL：03-5245-0511 FAX： 03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）

－24－



…S咋丁、噸

謬
弾
Ｌ
埴
啄

醗
釧
盛
認
鹸

鷺

強

減'a劇でつ織刮赫就
遠征隊、トレッキン父秘境への旅

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

"x妃蒙元陰をBOS-3574-BSSO〃 〒105束京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号
……仔毎

トレッキング・登山隊の許可取得から航空券・現地手配までお引き受けいたします。
～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アフリカ・南米～

総彗壽紡遊滋綜
トレッキング･海外登山

シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階竃03(3237)1391(代表）
キャラバンデスク〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階盃03(3237)83M(代表）
大阪営業所〒530大阪市北区神山町け4北川ビル5F画"(367)1391(代表）
カトマンズ営業所JAI HIMALTREKKING(P)Ltd. P.O. BOX3017KATHMANDU. NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業“7号
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"C〃S SPOR
●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1 1プラーカ3Bl念025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4 1-8盆022(297)2442
●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通1-10-16冠0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8盃011(222)3535

●ルート36真栄店／〒004札幌市豊平区真栄一条2-13-2盃011(883)4477
●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5丑011(747)3062
●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西l-5s011(219)1413
●旭川店／〒07O旭川市六条通837-2盆0166(24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3盆03(3200)7219

●登山本店／〒I69東京都新宿区百人町2-2-3丑03(3208)6601㈹

●スキー＆カヌー本店／〒l69東京都新宿区大久保2-18-10念03(3209)5547代

●新宿西口店／〒160東京都新宿区西新宿1-16-7盃03(3346)0301㈹

●新宿南口店／〒l51東京都渋谷区代々木1-58-4念03(5350)0561

●神田登山店／〒101東京都千代田区神田神保町1-8念03(3295)0622
●神田店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1 4念03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1 6 1盃03(3295)6060

●八王子店／〒192東京都八王子市横山町3-12念0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6盃0426(46)3922

●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4盆0492(26)6751
●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123冠048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町53芯0273(27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3念0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1盆025(243)6330

鍔
事務所／〒'69東京都新宿区百人町I ‐4－ ’5か03-3200-1004


